
 

確 か な 学 力 
◎個別指導の充実による基礎・基本の定着 

・教科担任制による 9年間の系統を意識した授業 

・「東浦っ子タイム」の活用による話す・聞く力の育成 

・タブレット端末を活用した個別最適な学びの実践 

・個々のペースに応じた家庭学習 

〇学んだことを次の学習や生活につなぐ力の育成 

・探究的な学習活動を意識した授業展開 

・育てたい資質・能力を明確にした生活科、総合的な

学習の時間の充実 

・他校、他機関との交流学習の実施 

〇自ら学びを求める力の育成 

・自分で課題を見つけることの習慣化 

・振り返りによるメタ認知 

・得意を伸ばす指導の展開 

・体験的な学習機会を数多く設定 

・一人ひとりの学習履歴を活かした支援の充実 
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◆将来の夢を持つ児童生徒      

◆周りの人と協働する児童生徒     

◆人の役に立とうとする児童生徒 

 

 

知 … 学びを通して考える力  

徳 … 内面を豊かにする力 
体 … たくましく生きる力 高い目標を持ち、人と関わりながら、未来をつくろうとする児童生徒の育成 

た く ま し い 体 
◎情報モラル教育の推進による心の健康づくり 

・ＳＮＳルール「君を守ルール!!!!!! (東浦版)」の実践と

定着 

・望ましい情報管理能力の育成 

〇安全意識の醸成 

・“自分の命は自分で守る”危機管理能力の育成  

・対応力向上を目指した実践的な避難訓練の実施 

〇体力の向上 

・スポーツテストの結果に基づいた基礎体力の向上 

・業間運動(マラソン・鉄棒・縄跳び等)の充実(小) 

・目標を持ち、主体的に取り組む部活動の実践(中) 

○健康教育の推進 

・保健指導の推進による基本的生活習慣の育成 

・虫歯予防・虫歯治療の意識向上 

 

豊 か な 心 
◎多様性を認め、自他共に尊重し合う態度の育成 

・「リアクション・タイム」の継続的な実施 

・「ポジティブ教育」の推進 

・教育相談体制の充実 

〇「特別の教科 道徳」を中心とする人権意識の

向上 

・「考え、議論する」道徳の実践 

・学年の枠を解いて実施する「合同道徳」の実施 

○人間性や社会性の育成 

・児童生徒主体によるあいさつ運動の展開 

・勤労、奉仕活動の推進（校内大掃除、地域清掃活動） 

・行事等を通した、人を思いやる心と主体的に行動する

姿勢の育成 

・伝統や文化、芸術に触れる機会の確保 

・読書時間の確保 

・読み聞かせやブックトークによる読書意欲の向上 

 

・学びを楽しむ児童生徒         ９０％以上 

・学力調査での正答率       全教科県平均以上 

・ICT を活用した他校、他機関との交流学習 ３回以上 

・指導力向上等の校内研修の実施      ５回以上 

・学校が楽しい児童生徒         ９０％以上 

・進んであいさつができる児童生徒    ９０％以上 

・新規の不登校児童生徒数           ０人 

・図書館の貸出冊数     小学生一人平均６０冊以上 

    中学生一人平均１５冊以上 

・「君を守ルール!!!!!!(東浦版)」の遵守    ９０％以上 

・安全に注意しながら生活できる児童生徒   １００％ 

・運動に積極的に取り組んでいる児童生徒  ９０％以上 

・早寝早起きしっかり朝食ができる児童生徒 ９０％以上 

「教職員が輝く働き方改革」の推進 
〇先を見通した資料作成による会議時間の短縮 

〇学校行事の精選や効率的な運営の仕方の構築 

〇ＩＣＴを活用した調査、連絡、資料配付の効率化 

〇各種支援員の活用、地域との連携による時間の創出 

「  

～きめ細かな支援や特色ある活動の推進～ 

＊個々の習熟度に応じた学習形態 

＊一人一人が輝くことができる場面の設定 

＊9年間を見通した縦割り活動 

＊地域資源を活かした学習 

家庭･地域との連携 
◎豊かな体験活動による「ふるさと教育」の推進 

・みかんプロジェクトを通した生産者との交流促進 

・伝統文化継承活動による地域との交流の促進 

・清掃活動など地域に貢献する姿勢の育成 

◎開かれた学校づくりの推進 

・積極的なオープンスクールの開催 

・学校ホームページや学校だよりを通じた情報発信 

・「ふれあいフェスタ」の協働開催 

○学校ボランティアとの協働 

・読書ボランティアによる読み聞かせ活動 

・見守りボランティアによる下校時見守り活動 

・草刈りボランティアによる敷地内草刈活動 

○ＰＴＡ、家庭･地域･学校協議会、校下協議会と

の連携 

・地域人材や地域素材の積極的活用 

・交流活動・資源回収などの協働開催 

◇健康で、活力ある教師 

◇児童生徒とともに成長する教師 

◇児童生徒の可能性を引き出す教師 

・ふるさとへの愛着を持つ児童生徒     ９０％以上 

・学校からの情報発信に満足の保護者    ９０％以上 

・ボランティア参加者数    年間延べ１５０人以上 

・地域人材や地域素材の活用        １０回以上 


